
グレース公妃没後四十年記念

新作能 

グレース・ケリー
国際融合文化学会会長  宗片邦義 作

サムライ・平和 第20号　立ち読み
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国際融合文化学会会長

　宗片邦義  作 ©

グ
レ
ー
ス
公
妃
没
後
四
十
年
記
念

　
　
　
　
　
　

 

新
作
能　
　

グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー

上
杉
鷹
山
没
後
二
百
年
記
念　

現
代
文
詞
章
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

 

新
作
能　
　

上
杉
鷹
山

『英語能ハムレット』独演、
宗片邦義、杉並能楽堂、2010 年 ４ 月
Noh Hamlet Solo Performance:
Kuniyoshi MUNAKATA at Suginami Noh 
Theatre, Tokyo, April, 2010.
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  ［
構
想
］
日
本
の
能
研
究
家
が
、
モ
ナ
コ
の
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
劇
場
で
『
英
語
能
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
披
露
す
る
。

舞
台
上
で
彼
が
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
墓
前
に
坐
禅
し
瞑
想
し
て
い
る
と
、
モ
ナ
コ
公
妃
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー

の
霊
が
現
れ
る
。
二
〇
二
二
年
、
グ
レ
ー
ス
公
妃
没
後
四
十
年
を
記
念
し
制
作
す
る
。

人
物

　
　

シ
テ
・
・
・
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
（
モ
ナ
コ
公
妃
）
の
霊

　
　

ツ
レ
・
・
・
日
本
の
能
研
究
家

　
　

ワ
キ
・
・
・
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
劇
場
支
配
人

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

地
謡
（
三
・
四
名
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

囃
子
（
笛
・
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
）

　
　

新
作
能

　
　

新
作
能　　

グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー

グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー

©

宗宗む
な
か
た

む
な
か
た片片

邦邦く
に
よ
し

く
に
よ
し義義  

作作
（2022.03

）
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［
囃
子
ナ
シ
デ
、
ワ
キ
登
場
］

　

ワ
キ 

「
こ
の
劇
場
の
、
支
配
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
グ
レ
ー
ス
公
妃
劇
場
、
と
申
す
は
。

 

舞
台
芸
術
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
、
公
妃
ご
自
身
が
。
古
い
劇
場
を
改
装
、
命
名
さ
れ
た
も
の

で
す
が
。
ご
自
身
は
存
分
に
公
演
、
な
さ
る
こ
と
な
く
。
劇
場
完
成
の
翌
、
一
九
八
二
年
に
。

思
い
も
よ
ら
ぬ
交
通
事
故
に
て
亡
く
な
ら
れ
。
わ
ず
か
五
十
二
年
の
生
涯
に
て
、
誠
に
悲
し
く

残
念
な
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
る
二ふ

た
つ
き月

前
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
、「
慎つ

つ

ま
し
く
、
思

い
や
り
の
あ
る
人
間
だ
っ
た
と
、
多
く
の
人
に
記
憶
さ
れ
た
い
」
と
の
お
言
葉
が
、
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
誠
に
そ
の
、
誠
実
な
る
お
人
柄
に
よ
り
。
公
妃
が
わ
が
モ
ナ
コ
の
た
め
に
果
た
さ
れ

た
る
は
政
治
経
済
外
交
、
環
境
問
題
。
さ
ら
に
慈
善
活
動
や
「
モ
ナ
コ
赤
十
字
社
」
創
設
と
、

実
に
計
り
知
れ
ま
せ
ん

 

　

そ
れ
以
前
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
と
し
て
。
そ
の
、
気
品
あ
ふ
れ
る
美
し
さ
は
。
特
に
ヒ
ッ

チ
コ
ッ
ク
監
督
と
の
数
々
の
、
映
画
に
て
。
世
界
中
の
フ
ァ
ン
を
、
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
一
九
五
四
年
の
映
画
、『
喝か

っ
さ
い采

』
に
て
。
ア
カ
デ
ミ
ー
、
主
演
女
優
賞
に
輝
か
れ
。
そ
の
翌
年
、

カ
ン
ヌ
映
画
祭
に
招
か
れ
。
そ
こ
で
わ
が
公
国
の
レ
ニ
エ
・
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
大
公
と
、
運
命
の

出
会
い
を
な
さ
れ
。
か
く
て
モ
ナ
コ
公
妃
に
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
次
第
に
、
ご
ざ
い
ま
し
た
。

詞
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さ
て
、
本
日
は
。
英
国
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
作
悲
劇
、『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
。
日
本
の
能
、

翻
案
に
て
お
目
に
か
け
ま
す
。
公
妃
ご
自
身
一
度
日
本
を
、
訪
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
。
霊
魂

を
尊
ぶ
日
本
の
、
精
神
文
化
に
。
深
く
、
感
銘
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
公
妃
は
舞
台
女
優
と

し
て
の
夢
を
、
最
後
ま
で
お
持
ち
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
　

そ
れ
で
は
こ
れ
よ
り
、
一
時
間
余
り
。
ど
う
ぞ
、
ご
ゆ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   ［
入
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
後
見
、
亡
キ
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
ヲ
表
ス
小こ

袖そ
で

ヲ
、
舞
台
正し

ょ
う

先さ
き

ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丁
寧
ニ
広
ゲ
ル
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
登
場
ノ
囃
子
短
ク
。
ハ
ム
レ
ッ
ト
橋
掛
リ
ニ
現
レ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

囃
子
静
マ
ル
］

　

ツ
レ 

「
生
く
る
か
死
ぬ
る
か
こ
の
命

い
の
ち。

生
く
る
か
死
ぬ
る
か
こ
の
命
。

 

生
し
ょ
う

死じ

の
道
に
迷
ふ
な
り　
　
［
一
ノ
松
辺
リ
マ
デ
進
ミ
］

 

　
「
い
ず
れ
か
気け

高だ
か

き
運
命
の
矢や

弾た
ま

に
耐
へ
て
生
き
抜
く
か
。

 

苦く

難な
ん

の
海
に
立
ち
向
か
ひ
そ
の
息
の
根
を
と
ど
め
ん
か

　
　

地 

「
死
ぬ
る
と
は
。
心
の
悩
み
も
肉
体
の
患

わ
ず
らひ

も
す
べ
て
断
ち
切
れ
る
。
こ
の
上
も
な
き
最
期
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
舞
台
ニ
入
リ
］ 

下
歌
・
拍
合

次
第

ヨ
ワ
吟

サ
シ
・
拍
不
合
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